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こ の調査研究は、世界銀行グループの都市・ 防災・ 強靭性・土地グローバルプラクティ ス（ GP U R L）の下で活動する

東京開発ラ ーニングセンタ ー（ TD LC）によって実施さ れまし た。本研究の目的は、高齢化やそれに伴う 財政的な

影響など厳し い社会経済的状況の中で富山市が総合的な都市開発をどのよう に実現し てきたのかを明ら かにし 、

世界各地で顕在化するこの新たな開発課題に関する有益な教訓を引き 出し 、世界銀行グループの職員、大学研究

者、開発パート ナー、実務者に共有すること です。

TD LCを 通し て、御支援く ださ った日本政府に対し て本調査研究チームより 深く 御礼申し 上げます。初版（ 英語：

“D eve lo pm en t K n ow led g e  o f Toya m a  C ity”,2 0 1 7 ）は、（ 株）パデコ の御協力を得て、新井裕子（ 都市専門

官）と ダニエル・ ルヴィ ン（ シニアオフィ サー）の両名が作成し たも のです。

本書では、原著の内容を 踏まえ、第１ 章「 はじ めに」、第２ 章「 コ ンパクト シティ 政策」（ 軽量軌道鉄道事業の財務分

析と 都市再生の事例）、第７ 章「 ネク スト ステージ」の各章を改訂し 、概要を追加し まし た。その他の章については、

将来的に個別の分析を行う 可能性があります。改訂作業はTD LCの井本はる香（ 業務担当官）と 山崎満広（ 上級都

市コンサルタ ント ）が共同で担当しまし た。

調査研究チームは、森雅志（ 富山市長）、ジョ セフ・ランゾウ稲田（ 富山市政策参与）、本田信次（ 富山市政策監）、青

山哲也（ 富山市未来戦略室室長）を始めと する富山市の皆様に特に感謝の意を表し ます。また、世界銀行グループ

のヴァレリ ー・ジョ イ・ サント ス（ 上級都市専門官）、ギエルモ・シルケ（ 防災専門官）、新井裕子（ 都市専門官）による改

訂部分に対する指導・ 意見に感謝します。

TD LCのビクタ ー・ムラ ス（ 上級都市専門官）、田邉信（ 知識管理官）、俵渉子（ 知識管理官）、葛野美千子（ 都市コン

サルタ ント ）、三藤千幸（ イ ベント コ ーディ ネータ ー）、猿丸由美（ イ ベント コ ーディ ネータ ー）、大塚麻美（ プログラ

ムアシスタ ント ）と 伊藤幸一（ 都市開発研究インタ ーン）も 、富山市と の調整、書類の準備・ 翻訳、デザイ ナーと の連

携、図表の更新などの作業に協力し まし た。また、セルヒ オ・ヴァ ルガス（ 装丁家・デザイ ナー）がデザインおよび挿

絵・ 図解作製に尽力し まし た。

本書作成の背景と 謝辞
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概要

富山市は、日本のコ ンパクト で暮らし やすいまち の代名詞と なっている。人口約4 2 万人を擁し 、東は雄大な立山

連峰、北は深海の富山湾に囲まれた自然豊かな地方都市である。富山市はこ れまで一貫し て北陸地方で最も 住

みよい都市に位置付けら れている。

コンパクト シティ と いう 言葉は、一般的に都市のスプロール化を抑制し 、自然環境を保護するために急速な都市開

発を管理すること と 理解さ れているが、富山市の場合それは全く 当てはまら ない。富山市は歳入が減少する中で

人口の減少と 高齢化を経験し てきている。こ のこと により 、富山市のコンパクト シティ 政策は公共施設等のインフ

ラ や財源、土地利用の再編成を 通じ て、より 効率的な公共サービスを 提供すること に焦点を 当てている。市の次

世代型路面電車（ LR T）への投資は、市中心部と 公共交通沿線への民間投資を誘導するための財政的動機付けと

組み合わせて行われた。

上記のコ ンパクト シティ の主な特徴に加えて、以下に記載する五つの副次的な特徴は、コンパクト で暮らし やすい

まちづく りにおいて潜在的に貢献し ており 、それぞれ次のよう に特定さ れる。

（ a ）国の政策の支援

富山市は、こ れまで2 0 年以上にわたり 、国の都市計画に関する一連の政策と 歩調を 合わせながら それに関連す

る国の技術的および財政的支援を最大限に活用し てきた。国が、直面する課題の解決に向けた新し い計画を立ち

上げたと き 、市は迅速に国の計画に呼応し 、有効な施策を 盛り 込んだ初期計画を 策定し た。市は各施策の達成目

標を 掲げ、主要な機関と の信頼できるパート ナーシップを 確立し た。最終的に、富山市は、わが国初と なる近代的

なLR T開発を含む国の都市政策における実証実験の場の一つと なった。

（ b）揺るぎない関与

日本の人口は2 0 0 8 年にピークに達すると 予想さ れていたが、富山市も 同様であった。本格的な人口減少と 超高

齢社会の進行を 見越し て、富山市はコ ンパクト かつ効率的なまちづく り に施策の舵を 切り 、将来世代のための持

続可能な都市構造の確立に向けた取組に迅速に着手するため、一連の政策を 創出し た。市のプロジェ クト メ ン

バーは、計画に対する理解を得るために、２ 時間の公開の説明会を2 0 0 回以上開催し 、地元の市民や企業の意見

に精力的に耳を 傾けた。その結果、市の先見性のある取組は地域社会や企業の信頼と 支援を 獲得し た。こうし た

市の努力は、多く の有効なパート ナーシップの構築や都市開発政策の構想における調和と 一貫性を高めるのに貢

献し た。

（ c）統合さ れた政策の展開

富山市の都市開発計画の中心には、有用かつ低予算の複数の施策を 統合的に実施すると いう 創造的な考え方が

ある。例えば、コ ンパクト シティ 政策は、LR Tネット ワーク の構築により 自動車への依存度を 低下さ せるも のであ

る。また、外出をし ない高齢者は健康を損ないやすく 、より 多く の支援が必要になる傾向がある。そこ で富山市は、

高齢者のためのまちづく り 戦略の一環とし て介護予防施設の建設を決定し た際、LR T駅の近く にあった旧小学校

跡地にその施設を建設し た。駅はバリ アフリ ー対応で、路面電車に乗る際の段差も ない。こ れにより 、身体的弱者

であっても 容易に乗降車できるよう になる。6 5 歳以上の高齢者は1 ,0 0 0 円でお出かけ定期券を購入すること に

より 、ネット ワーク 上のどこにでも 1 0 0 円（ 0 .9 0ド ル）で行く こと ができる。2 0 0 6 年に最初の路線が開通し たこ

と により 、LR Tを利用する乗客数は2 倍以上と なった。7 0 歳以上の高齢者の乗客数は3 倍以上に増加し た。市の

中心部には現在3 9 % の市民が住んでいるが、これは2 0 0 5 年の2 8 ％から 大きく 上昇し ている。市の中心部の活

性化は、新規店舗の出店や企業の進出をも たら すと と も に、税収の安定化に役立ち 、市では運用コ スト の節減に

つながり 始めた。
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（ d）実施要因

こ の報告書は、未来戦略室（ S P R ）を 中心とし た富山市のユニーク な統合的計画モデルを 紹介し ている。未来戦

略室は、多く の都市が直面し ている部局間の縦割り 意識を軽減するのに役立っている。強力な権限を持つユニット

を 集めるより も 、いわゆる一つのサーク ルとし て多様な人材を 集めること により 、非常にソフト であり ながら 効果

的なアプローチで各部局をつなぎ合わせる。これについては、この報告書で詳しく 説明する。

（ e）社会・ 経済的要因

日本の多く の地域社会に当てはまるよう に、富山市は、大都市と 比べて世代間の絆が強く 残っている。一般に高齢

者は尊敬さ れており 、こうし た高齢者への敬意や三世代同居は珍しく ない。こうし た伝統をさ ら に維持するため

に、市は世代間の社会的絆を育むための「 街区公園コミ ュニティ ガーデン事業」や、祖父母が孫と 一緒に市内の博

物館などへ来館すると 入館料が無料になる「 孫と おでかけ支援事業」など、一連の小規模な地域施策を展開し た。

の
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